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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜東病棟入室状況＞
【部屋移動】
・北川　達雄様～東B2号室→合併症室

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　流依様～入院時検査（頭部CT、心電図施行）後、正面玄関に向かって走り離院しようとする事ありスタッフにより制止している。入院への不満を訴え、促しにて主治医診察実施。入院の必要性説明すると渋々だが理解示し、スタッフ3名付き添いの下帰棟している。その後は自室やホールにて過ごし、問題行動なし。

[bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～今朝より発熱あり。クロザリル服用中にて心電図指示あり。身体不調や異常所見無く、クロザリル服用継続指示。3/20～クロザリル75mg→100mgへ増量となり2日分処方。
・安達　貴浩様～不調時ロラゼパム（0.5）1T　20回分処方。

・小笠原　美千代様～臨時薬クエチアピン（300）2T朝夕食後　3日分処方。本人よりジーパン着用時のベルト使用希望あり。主治医と本人話し、自傷行為や企図行為、他害行為等しない事を約束の上使用の許可あり。日中使用し、夜間預かりとしている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放すると躊躇なく他者の私物を弄り行動を自制できないため、時間を早めて開放観察を終える。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00時間隔離。体温37.6℃、他バイタルサイン異常や感冒症状なし。自室にて書き物や音楽鑑賞して過ごされている。各食、全量摂取。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。14：10不調訴えロラゼパム(0.5)1T内服。被害的言動や他者トラブルなく自室で静穏に過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・竹ノ内　トメ様～発熱無し。努力呼吸持続。酸素飽和度70%まで低下し痰鳴あり、吸引施行し白黄色粘稠痰多量に除去。直後酸素飽和度55%まで低下するが15分程時間をかけ85%まで上昇。末梢チアノーゼ著明。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～ロドピン内服後は全般的に落ち着いている。思考障害や幻聴などの悪化は無い。精神病症状に影響を受けた不安感や緊張感、過敏性の亢進などは未だに持続している。

